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研究成果の概要（和文）：本研究では、日本の高齢者世帯の経済状況を詳細に分析し、特に公的年金に依存する
高齢者の生活が持続可能かを評価しています。ダイナミック・マイクロシミュレーションを用いて、高齢者の所
得、世帯構成、年金受給状況を長期にわたり予測。研究結果から、2025年から2047年にかけてのマクロ経済スラ
イドにより、年金額が実質的に低下することが一人暮らしの高齢者や未婚・離別の高齢女性の貧困率を増加させ
る主因となることが明らかになりました。これにより2050年には、高齢者の貧困率が現在の約2倍に達すると予
測されています。

研究成果の概要（英文）：This study conducts a detailed analysis of the economic situation of elderly
 households in Japan, particularly evaluating the sustainability of lives dependent on public 
pensions. Using dynamic microsimulation, it predicts older people's income, household composition, 
and pension receipt over the long term. The results reveal that the "macroeconomic slide" from 2025 
to 2047, leading to a real decrease in pension amounts, will primarily cause increased poverty rates
 among elderly living alone and unmarried or divorced older women. Consequently, it is projected 
that the poverty rate among older people will reach approximately double the current rate by 2050.

研究分野：マイクロシミュレーション

キーワード： マイクロシミュレーション　年金　生活保護　高齢者雇用　合成人口

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
この研究は日本の高齢者の貧困問題に焦点を当て、特に一人暮らしや未婚・離別した高齢女性の経済的困難を浮
き彫りにします。公的年金依存の持続可能性を問うことで、社会保障制度の見直しや具体的な支援策の必要性が
示されています。高齢者の貧困率増加は社会全体の安定にも影響するため、適切な公的年金制度の改革が急務で
す。この研究は、政策立案者に高齢者の生活保障を強化するための重要なデータと洞察を提供し、尊厳ある生活
の実現に向けた社会政策の策定を促します。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
日本は、2018年現在、総人口の約 28.1%に当たる 3557万 8千人が 65歳以上で、これは世界で
も類を見ない高齢化率である。高齢者の生活状況は、伝統的な家族による支援から公的年金依存
へ大きくシフトしている。公的年金の依存度が高まる中、高齢者世帯の経済状況は特に厳しく、
多くの高齢者が経済的困難に直面している。国民生活基礎調査によれば、高齢者世帯の平均所得
は全世帯平均と比較してかなり低く、特に単独世帯や高齢女性の世帯が厳しい状況にある。 
 
 
２．研究の目的 
 
この研究は、日本の高齢者世帯の経済的状況、特に公的年金に依存する生活がどのように持続可
能かを明らかにすることを目的としている。さらに、高齢者の貧困率の現状とその将来の推移を
予測し、効果的な政策提案を行うことで、高齢者の生活の質の向上を図る。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究では、ダイナミック・マイクロシミュ
レーションを利用して、高齢者の所得、世帯
構成、公的年金の受給状況などを長期的に分
析する。この手法は、個々の高齢者または高
齢者世帯を時間を追ってシミュレートする
ことにより、さまざまな政策変更や経済環境
の変動が高齢者の経済状況にどのように影
響するかを評価することができる。 
 
（シミュレーションモデルの概要） 
 
① モデルの構造: このシミュレーション
は、「INAHSIM」（Integrated Analytical 
Model for Household Simulation）と呼ばれるモデルを使用している。このモデルは、高
齢者のライフイベント（結婚、出産、死亡、離婚など）や経済活動（就業、退職、年金受給
開始など）を、個人レベルでトラッキングし、それぞれのイベントが世帯の所得や構成にど
のように影響するかを分析する。 

 
② データ入力: モデルには、国民生活基礎調査などの大規模調査データが入力される。これ
には、人口統計情報、収入データ、家族構成の変遷、世帯の消費パターンなどが含まれる。
これらのデータは、モデルが現実の変動に即した予測を行うための基盤となる。 

 
③ 遷移確率の設定: 各ライフイベントの発生確率は、過去の統計データに基づいて設定され
る。これにより、モデルは年齢、性別、既婚状況、職業などに応じて個人の行動パターンを
再現する。たとえば、離婚や未婚での高齢化がどのように貧困率に影響するかを詳細に分
析することが可能である。 

 
④ モンテカルロシミュレーションの利用: このモデルはランダムな要素を組み込みながら、
複数のシナリオを生成して未来の不確実性を模倣する。これにより、政策変更や経済環境
の変動が将来の高齢者の経済状態に及ぼす様々な影響を評価することができる。 

 
（シミュレーションの適用と予測） 
 
この方法を用いることで、特定の政策介入が高齢者の貧困率に与える影響や、経済環境の変化が
高齢者世帯の所得分布にどのように作用するかを評価する。例えば、公的年金の給付条件の変更
や、高齢者向けの新たな社会保障プログラムの導入がシミュレートされ、それらが将来の貧困率
にどのように影響するかを見積もる。 
 

  



 
４．研究成果 
 
研究の結果、高齢者の貧困率は特に一人暮らしの高齢者や未婚・離別した高齢女性の間で顕著に
増加することが予測される。2025 年から 2047 年にかけてのマクロ経済スライドによる年金額の
実質的な低下が、この増加に大きく寄与する。また、貧困線を生活保護基準に設定した場合、2050
年には高齢者の貧困率が現在の約 2倍に達すると予測されている。この増加は、特に経済的に脆
弱な単独世帯や女性の高齢者に重大な影響を及ぼす可能性がある。 
 
未婚・離別の高齢女性の貧困率が特に
高くなる理由は、これらの女性が経済
的に自立する機会が限られているこ
と、そして公的年金制度が彼女たちの
ニーズに十分対応していないためであ
る。具体的には、多くの未婚・離別女性
は非正規雇用が多く、低賃金で働いて
いるため、十分な年金を蓄えることが
できず、その結果として低年金受給者
となる。さらに、これらの女性は子ども
がいない場合が多く、老後の支援を受
ける家族のネットワークが欠如してい
るため、一人暮らしになるリスクが高
まり、生活費の増加とともに経済的  
困難に陥りやすい。 
 
人口推計の高位・中位・低位の違いに
基づく分析では、出生率の回復が高位
推計で仮定される場合、年金水準の削
減幅を圧縮し、高齢者の経済的負担を
軽減できる見込みがある。一方、中位
推計では、現状の経済成長と労働参加
の傾向が続くと仮定しており、貧困率
の上昇は避けられない。低位推計のシ
ナリオでは、出生率のさらなる低下と
経済の停滞が予測され、これが高齢者
の貧困率をさらに悪化させる可能性が
ある。この分析から、将来の人口動態
と経済状況が高齢者の生活水準に直接
的な影響を与えることが示され、政策
立案においてこれらの要素を考慮することが不可欠であることが明らかになった。 
 
この研究から得られた知見は、日本の社会保障政策、特に公的年金制度の持続可能性と高齢者の
生活の質に関する政策設計において重要な意味を持つ。一人暮らしの高齢者と未婚・離別の高齢
女性が直面する経済的困難は、現行の公的支援だけでは不十分であると指摘している。これらの
グループは、特に貧困リスクが高く、公的年金の支給額の実質的な低下によってさらにそのリス
クが増大している。 
 
政策提案としては、公的年金の最低保障額の設定や、特定の高齢者グループに対する追加的な支
援策の導入が考えられる。具体的には、75 歳からの最低保障年金の導入や、高齢者の健康維持
を支援するための医療サービスの拡充、高齢者が社会参加を続けられるような環境整備が必要
である。これらの施策は、高齢者の貧困問題だけでなく、高齢者が社会の中で活動的な役割を果
たし続けることを促進するためにも重要である。 
 
高齢者の貧困問題に対処するためには、公的年金制度の改革が急務であり、特に貧困リスクが高
いグループに対する支援の強化が必要である。これには、政策立案者が現在及び将来の経済状況
を正確に把握し、全ての高齢者が尊厳を持って生活できるような環境を提供することが求めら
れる。また、社会全体の協力による持続可能な社会保障システムの構築が必要である。 
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Social Participation as a Moderator for Caregivers’ Psychological Distress: a Dynamic Panel
Data Model Analysis in Japan

Applied Research in Quality of Life -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
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 オープンアクセス  国際共著
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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 ４．巻
Ma Xinxin、Piao Xiangdan、Oshio Takashi 20
 １．著者名

10.2188/jea.JE20200032
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なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
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Is caring for grandchildren good for grandparents’ health? Evidence from a fourteen-wave
nationwide survey in Japan

Journal of Epidemiology -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
OSHIO Takashi -
 １．著者名

10.1371/journal.pone.0244199

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著
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村田忠彦，市川学，後藤裕介，杉木章義，伊達進，塙敏博，原田拓弥，棟朝雅晴，李 皓

村田忠彦
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 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年
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 ４．発表年
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